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１．はじめに 

2021年 3月 28 日、板橋区立中央図書館がリニューアルオープンした。この

新館には、ボローニャ児童図書展事務局からの寄贈本を主な蔵書としたいたば

しボローニャ絵本館（旧：いたばしボローニャ子ども絵本館）が併設された館

である。さらに、新館移転にあたり実施された、ボローニャ市と板橋区の共同

デザインコンテストによる、ボローニャ市・板橋区の交流を象徴する特別なモ

ニュメント、「ボローニャギャラリー」も中央に設置されているなど、新館は

ボローニャ市との繋がりを体現した図書館である。 

この新館オープンを機に、友好交流都市であるイタリア・ボローニャ市との

交流をさらに促進し友好関係を深めることを目的に、ボローニャ市立サラボル

サ図書館との姉妹図書館提携を締結した。これは、IFLA（国際図書館連盟）が

提供する「Sister Libraries programme（姉妹図書館プログラム）」を利用し

たものである。 

締結後 3年が経過したことを受け、連携の経緯及び連携状況を報告する。 

 

   

 

 

  

Sister Libraries programme（姉妹図書館プログラム） とは 

 国際図書館連盟（IFLA）の児童・ヤングアダルト分科会のプロジェクトの一つ

で、図書館同士がパートナーシップを結び、互いの知見を交換し、児童・ヤング

アダルトの読書環境充実のために協力することを目的としている。 

 プログラムに参加するには、専用のサイトに登録後、登録している図書館の中

から姉妹図書館締結を希望する図書館にメールで直接連絡する。姉妹図書館

締結後、IFLA の担当者にその旨を報告すると、登録サイト上「姉妹図書館締結

済」であることが表示される。 

公式サイト：https://www.ifla.org/node/1746 
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２．姉妹図書館提携締結 

（１）ボローニャ市立サラボルサ児童図書館とは 

  正式名称 Biblioteca Salaborsa Ragazzi 

  概 要   2001 年、ボローニャ旧市街の中心にある、一般向けの市立図書

館である「サラボルサ図書館」とともに開館した、イタリアでも随

一の児童図書館。 

 ボローニャ児童図書展事務局から寄贈された世界各国の絵本を

所蔵し、ボローニャ児童図書展期間には、関係機関と協力してさま

ざまなイベントを実施している。 
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（２）締結セレモニー 

 日 時  2022 年 3月 22日（火）19～20時（日本時間） 

 場 所  板橋区立中央図書館／ボローニャ市立サラボルサ児童図書館 

実施方法 オンライン会議形式 

参 加 者 【板橋区】中央図書館長、地域教育力担当部長、ブランド戦略担当

課長、文化・国際交流課長、美術館長、文化・国際交流係長、ボ

ローニャ絵本係長、ボローニャ絵本係副係長 

 【サラボルサ】ボローニャ市文化スポーツプロモーション部図書館

課長、サラボルサ図書館・地区図書館総館長、サラボルサ児童図

書館館長、サラボルサ図書館司書、ボローニャ市ヨーロッパ国際

部国際交流プロジェクト担当、通訳・コーディネーター、他 5名 

 

 

セレモニーの様子 

   

 姉妹図書館宣言への署名 寄附した中央図書館のエプロン 
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（３）姉妹図書館宣言 
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（４）IFLAへの報告 

   IFLA より、姉妹図書館提携締結に際し、双方での交流についての案内を

求められたため、以下 IFLAニュースレターへ報告記事を掲載した。 

 掲 載 先 IFLA CYA NEWS LETTER（Spring issue 2022） 

寄稿内容 

 

  
イタリアのボローニャ市立サラボルサ児童図書館と、板橋区立中央図書館は、2022 年 3 月に国

際図書館連盟児童・ヤングアダルト図書館分科会のプロジェクトを通じて姉妹図書館となりまし

た。 

ボローニャ市と板橋区の交流は、1981 年に板橋区立美術館で「ボローニャ国際絵本原画展」を

開催したことに端を発しています。さらに 1993 年以降、板橋区はボローニャ児童図書展から毎年

海外の絵本の寄贈を受けるようになりました。2005年 7月、交流 25周年を機に、ボローニャ市と

板橋区は「友好都市交流協定」を締結しました。 

2021 年 3 月 28 日、板橋区立中央図書館がリニューアルオープンしました。新館の 1 階中央に

は、ボローニャ市と板橋区の友情の象徴である特別なモニュメント「ボローニャギャラリー」があ

ります。ユネスコ世界文化遺産に登録されたボローニャ市の「ポルティコ」をモチーフに設計され

たものです。私たちは、これを機にボローニャ市立サラボルサ図書館との交流をさらに深めたい

と考え、国際図書館連盟の姉妹図書館プロジェクトに登録しました。 

姉妹図書館提携の最初のステップとして、私たちは一緒に「姉妹図書館宣言」を策定することを

計画しました。宣言の草案を何度もメールで交換し、一緒に内容を検討しました。言語の壁や文化

の違いもあり、簡単なことではありませんでしたが、私たちの誠意と熱意のこもった素晴らしい

宣言を作り上げることができました。私たちはこの宣言をとても誇りに思っています。 

姉妹図書館宣言については、両館のホームページでご覧いただけます。英語版については現在

準備中です。 

3 月 22 日、オンラインで姉妹図書館宣言の調印式を執り行いました。両館の館長が宣言に署名

し、互いに記念品を贈り合いました。式典は家庭的でリラックスした 雰囲気の中で行われまし

た。直接会うことは叶いませんでしたが忘れがたい素晴らしい時間となりました。 

姉妹図書館締結を記念し、3 月 21日から 4月 16日まで「日本の絵本 100年」展を両館で同時に

開催しました。本展は、広松由希子著、玉川大学出版刊の新刊「日本の絵本 100年 100人 100冊」

にちなんだものです。開催にあたり、広松氏の著書に掲載されている絵本のうち、板橋区立中央図

書館と板橋区立美術館の所蔵する絵本約 40冊を選び、サラボルサ児童図書館に送りました。 

姉妹図書館提携の次のステップとして、私たちは P.O.L.P.A（Poesia Orale Ludica Puerile 

Autentica）プロジェクトへの参加を計画しています。このプロジェクトは、イタリアの詩人ブル

ーノ・トニョリーニが、子どもたちの生の声を長年にわたって収集した遊び歌のコレクションで、

聴きたい人が誰でも聴くことができるようにすることを目的に、ボローニャ・ビブリオテーケに

寄贈したものです。子どもたちの遊び歌は、貴重な文化的資料として収集・保存し、次の世代に受

け継がれるべきものです。このプロジェクトに参加することで、イタリアの子どもの文化に親し

み、また日本の子どもの文化をイタリアに紹介できることをとても嬉しく思っています。 

加えて、定期的にオンラインミーティングを開催し、図書館員同士でおすすめの児童書を紹介

し合ったり、図書館活動に関する情報を交換したりできればと考えています。 

私たちの姉妹図書館関係はまだ始まったばかりで、無限の可能性を秘めています。私たちの姉

妹図書館交流は、子どもたちにより良い現在と未来を提供し、平和な社会づくりに貢献すると信

じています。私たちの今後の活動にぜひご期待ください。 
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掲載記事 
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３．連携事業の状況 

  姉妹図書館提携を基礎とし、板橋区立中央図書館とボローニャ市立サラボ

ルサ児童図書館は、姉妹図書館として、 

１．図書館活動の紹介に関すること 

２．図書館資料の充実に関すること 

３．図書館職員の人材育成に関すること 

４．図書館活動の充実に関すること 

５．その他相互に必要であると認めたこと 

を連携実施することとした。 

  以下、各連携の状況を報告する。 

 

＜参考 各観点と各連携事業ほかとの関連＞ 

連携事業ほか １ ２ ３ ４ 

（１）オンラインミーティング  ○ ○ ○ 

（２）連携展示 ○ ○  ○ 

（３）わらべ歌収集プロジェクト ○   ○ 

（４）ぬいぐるみおとまり会 ○   ○ 

（５）その他 

  「私のイチオシ絵本リレー」参加 
○ ○  ○ 
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（１）オンラインミーティング 

   それぞれの図書館での活動についての情報共有や、合同展示・プロジェク

ト実施に関する話し合いのため、定期的なオンラインミーティングを実施

している。 

 

実施状況 

日時 
参加者 

議題 

R4.10.5 

中央図書館（館長ほか 3名）、サラボルサ（館長ほか 1名）、

区立美術館（館長ほか 1名）、コーディネーター1名 

1 令和 3年 3月実施の日本の絵本展について 

2 わらべうた収集プロジェクト POLPAについて 

3 電子図書絵本の相互利用可能性について 

4 ぬいぐるみおとまり会について  

R4.12.21 

中央図書館（館長ほか 3名）、サラボルサ（館長ほか 1名）、

区立美術館（館長ほか 1名）、コーディネーター1名 

1 ぬいぐるみおとまり会の振り返り 

2 現在の両館の状況 

3 おすすめの絵本の紹介 

4 交流展示について 

R5.1.12 

中央図書館（館長ほか 3名）、サラボルサ（館長ほか 1名）、

区立美術館（館長ほか 1名）、コーディネーター1名 

1 年末年始の両館の様子 

2 今年の BOOM!について 

3 交流展示について 

4 POLPAプロジェクトについて 

5 絵本紹介 

R5.2.22 

中央図書館（スタッフ 3名）、サラボルサ（館長 1名）、 

区立美術館（館長ほか 1名）、コーディネーター1名 

1 POLPAプロジェクトの報告 

2 交流展示について 

3 国際母語デーにサラボルサで実施した、まねきねこの会

によるおはなし会の紹介 
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R5.5.10 

中央図書館（館長ほか 4名）、サラボルサ（スタッフ 1名）、

区立美術館（館長ほか 1名）、コーディネーター1名 

1 POLPAプロジェクトについて 

2 「イタリアの絵本展」について 

3 最近のイタリアの様子について 

4 おすすめ本合同紹介企画について（提案） 

R5.9.28 

中央図書館（館長ほか 2名）、サラボルサ（館長ほか 1名）、

コーディネーター1名 

1 「イタリアの絵本展」資料返送について 

2 POLPAプロジェクトについて 

3 絵本合同紹介企画（提携２周年記念展示）について 

4 最近のサラボルサのようすについて 

R5.10.18 

中央図書館（館長ほか 2名）、サラボルサ（館長ほか 1名）、

区立美術館（館長ほか 1名）、コーディネーター1名 

1 ぬいぐるみおとまり会について 

2 姉妹図書館提携２周年記念展示について 

3 POLPAプロジェクトについて 

4 サラボルサについて 

R6.2.16 

中央図書館（館長ほか 2名）、サラボルサ（館長ほか 1名）、

区立美術館（館長 1名）、コーディネーター1 名 

1 ぬいぐるみおとまり会について 

2 POLPAプロジェクトについて 

3 BCBF、BOOM!、「世界の目」展について 

4 姉妹図書館提携２周年記念展示について 

R6.6.19 

中央図書館（館長ほか 2名）、サラボルサ（館長ほか 1名）、

区立美術館（館長ほか 2名）、コーディネーター1名 

1 姉妹図書館提携２周年記念展示について 

2 BOOM!について 

3 POLPAプロジェクトについて 

4 ぬいぐるみおとまり会について 

R6.10.18 

中央図書館（館長ほか 2名）、サラボルサ（館長 1名）、 

区立美術館（館長ほか 2名）、コーディネーター1名 

1 夏休みの図書館の様子について 

2 ぬいぐるみおとまり会について 

3 POLPAプロジェクトについて 
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BCBF（Bologna Children’s Book Fair） とは 

 毎年春に北イタリアのボローニャ市で行われている、児童書の見本市。そのは

じまりは 1964 年と古く、60 年以上の長い歴史があります。 

 児童書の販売や版権取引など、ビジネスの場としての“見本市”である一方、

ボローニャ国際絵本原画展（イラストレーター展）やボローニャ・ラガッツィ賞など

の企画を実施し、また開会式は国際アンデルセン賞・ブラチスラバ世界絵本原

画展といった絵本・児童書の国際的な賞の発表の場となるなど、芸術分野の振

興を担うといった側面もある。 

公式サイト：https://www.bolognachildrensbookfair.com/en/home/878.html 

BOOM! とは 

 ボローニャ市と BolognaFiere によって推進され、図書館・文化福祉部門とボロ

ーニャ読書協定の一環として Hamelin によって管理されている、BCBF の関連企

画群。 

 児童ブックフェアの開催前、開催中、開催後に、町の書店や図書館などが一体

となって、展覧会・著者との会合・ワークショップ・朗読会・ショー・映画上映会な

ど多種多様な関連企画が開催される。 

公式サイト：https://www.boomcrescereneilibri.it/ 
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（２）連携展示 

①「日本の絵本 100年 100人 100冊」展 

    期 間  2022年 3月 21日～4月 16日 

    場 所  サラボルサ児童図書館 及び 中央図書館（同時開催） 

   姉妹図書館提携締結記念として、『日本の絵本 100 年 100 人 100 冊』（広

松由希子／著、玉川大学出版、2021 年刊）をもとに、サラボルサ児童図書

館へ日本の絵本 約 40冊を貸出し、同時開催にて展示を行った。 

  

 サラボルサ児童図書館での展示の様子 中央図書館での展示の様子 

 

② 姉妹図書館提携締結 1周年記念展 イタリアの絵本展 

 期 間  2023年 3月 22日～4月 21日 

    場 所  中央図書館 1階 25番書架 

   提携締結 1 周年を記念し、サラボルサ児童図書館で人気の絵本 20冊を借

用、展示した。展示した絵本はその後寄贈され、現在、いたばしボローニャ

絵本館蔵書としてボローニャ・ギャラリーに展示されている。 

   

 絵本展示の様子 物品展示の様子 
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③ 姉妹図書館提携締結 2周年記念展 

イタリアと日本をつなぐ絵本展 ～絵本のなかで会いましょう！～ 

 期 間  2024年 3月 22日～4月 21日 

    場 所  中央図書館 1階 25番書架 

   イタリアと日本の子どもたちに、両国の人々との繋がりを感じてもらお

うと、イタリア語版・日本語版が出版されている絵本 10タイトルを両館ス

タッフによりセレクトし、展示した。 

   

   

 サラボルサ児童図書館での展示の様子 中央図書館での展示の様子 

 

   中央図書館では、同時に、2024 年

BOOM!でサラボルサ児童図書館が参

加した「L‛æil du monde（世界の目）」

プロジェクトで、日本の造本作家 

駒形克己氏による出版者 O N E 

STROKE がピックアップされたこと

を受け、プロジェクト・出版者紹介 

展示も実施した。         

          「世界の目」展示の様子  
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（３）わらべ歌収集プロジェクト P.O.L.P.A. 

   姉妹図書館連携として、サラボルサ児童図書館で実施している、わらべ歌

収集プロジェクト「P.O.L.P.A.」へ板橋も参加し、日本（板橋）の子どもた

ちが日頃触れるわらべ歌を収集・提供している。 

 日本女子大学社会連携教育センター協力のもと、日本女子大学児童学科 

根津知佳子教授を講師にむかえ、2022～2024 年度には計 5 回のワークショ

ップを開催。板橋の子どもたちが日頃歌い遊んでいる“わらべ歌”を収集し、

サラボルサ児童図書館へ継続提供した。2024 年 11 月 30 日現在、31 曲のわ

らべ歌が「RimPOLPA Itabashi」として P.O.L.P.A.プロジェクト HP へ掲載

されている。また 2024 年 3 月には、それまでの第 1～3 回の成果について

「いたばし子ども絵本展」内で展示を行った。 

  実施結果 第１回 2023年 2月 12日 （11名参加） 

 第２回 2023年 9月 10日 （6名参加） 

 第３回 2023年 12月 18日 （6名参加） 

 第４回 2024年 4月 20日 （11名参加） 

 第５回 2024年 10月 13日 （7名参加） 

  収集成果 ♪茶壷 ♪ひらいたひらいた ♪おちゃらか ♪お寺の和尚さん 

♪へのへのもへじ ♪おせんべい焼けたかな ♪かごめかごめ 

♪なべなべそこぬけ ♪郵便屋さんの落としもの ♪大波小波 

♪さんちゃんの絵描き歌 ♪だるまさんがころんだ   ほか 

  H P  U R L https://www.bibliotecasalaborsa.it/ragazzi/home-bsbr/bambini-anteprima/polpa 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 板橋でのワークショップの様子 HPへの掲載  
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（４）ぬいぐるみおとまり会 

   ボローニャ市立図書館児童書部門で秋に合同実施している「ぬいぐるみ

おとまり会」について、サラボルサ児童図書館との姉妹図書館連携として、

中央図書館でも同時期に同事業を開催している。 

   事業内で同時開催であることと姉妹図書館連携について案内を行い、ま

た事業の様子は両館 SNSで共有するなど、連携のアピールを行っている。 

 

 

① 令和 4年度 

ボローニャ 2022年 10月 28日～10月 29日 

板   橋 2022年 10月 30日～11月 1日 

   

 

 

 

 

 

 

 

      

 サラボルサ児童図書館での事業の様子 中央図書館での事業の様子  

ぬいぐるみおとまり会 とは 

 子どもたちからぬいぐるみを預かり、子どもたちの代わりに図書館で過ごさせる

というアメリカの公共図書館発祥の事業である。事業終了時には、図書館での

様子を記録したアルバムや、ぬいぐるみが選んだ本を一緒に提供するといった

サービスを行う事例もある。 

 子どもたちが、自分の大切にしているぬいぐるみが図書館を探検し、絵本を選

び読んでいる様子を見ることで、図書館・絵本への愛着が生まれ、読書推進につ

ながることを目的に実施するものである。 
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② 令和 5年度 

ボローニャ 2023年 10月 27日～10月 28日 

板   橋 2023年 10月 29日～11月 1日 

   

 

 

 

 

 

 

 

      

 サラボルサ児童図書館での事業の様子 中央図書館での事業の様子 

 

 

令和 5年度は、板橋での実施日とボローニャ市長の来館が重なり、市長と

の記念撮影という特別プログラムも実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボローニャ市長来館の様子  
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③ 令和 6年度 

ボローニャ 2024年 12月 6日～12月 7日（※） 

板   橋 2024年 10月 26日～10月 28日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サラボルサ児童図書館での事業の様子 中央図書館での事業の様子 

 

※ 大雨災害の影響により 10月から延期し実施した 
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（５）その他 

サラボルサ児童図書館長 ニコレッタ・グラマンティエーリ氏の 

「私のイチオシ絵本リレー」参加 

事業概要 区にゆかりのある方や、中央図書館近隣施設・店舗、区職員等

に、おすすめの絵本や思い出の絵本を１冊紹介していただく。

紹介していただいた内容は、週替わりで館内に展示するほか、

いたばしボローニャ絵本館ＳＮＳにて投稿する。 

 日 程  2023年 1月 13日 

紹介絵本 『１１ぴきのねこふくろのなか』（馬場のぼる／著、こぐま社） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

紹介パネル 

 

 

４．おわりに 

  板橋区立中央図書館とボローニャ市立サラボルサ児童図書館との姉妹図書

館提携及び関連する連携事業は、図書館員間での情報提供やアイデアの共有

を発端とし、利用者向けの展示企画、参加企画等の幅広いサービスへと繋が

っている。また双方の図書館の持つ特色をシェアし刺激し合うことで、図書

館員の積極的姿勢と柔軟な発想力を醸成する一助にもなっている。 

今後も、板橋区とボローニャ市、板橋区立中央図書館とボローニャ市立サ

ラボルサ児童図書館で協力し、日本とイタリアの垣根を超えた事業を実施し

ていく。 

 


